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ふくいの逸品創造ファンド

UIターン移住創業支援事業

事例４

事例５

独自開発の合成繊維
テキスタイルを活用した
オリジナルデザイン
スカーフの開発及び販路開拓

地場産の菜食・低アレルゲン等に
特化した移住カフェのオープン

代表者名　笠川　章弘
所 在 地　勝山市
業　　種　合繊織物製造
事業内容　婦人服向け合成繊維織物

代表者名　太田　直哉
所 在 地　小浜市
業　　種　飲食業
事業内容　カフェ（飲食店）

株式会社カサ川

スイートライフ

事業活用までの経緯
　同社はこれまで数々の合成繊維テキスタイルの企画開発を行っている。
　今回、これまで培ってきた技術を用い、同社独自製品としてスカーフの企画開発を計画。
高品質で使いやすい合成繊維を用いたオリジナルデザインのスカーフを開発するため、当
事業を活用することとなった。

事業活用までの経緯
　県外の菜食料理専門店で、メニュー開発や現場監督、新店舗立ち上げなどの
実務経験を積んだ太田氏は、そこで様々な食に対する悩みを抱えた顧客と対面
してきた。そういった方々に対しても食の美味しさ・楽しさを提供したいと考
えた同氏は、自身のオリジナルメニューを提供する移住カフェを母の実家であ
り、食材の豊富な小浜市でオープンすることを決意した。

活用内容
　しなやかなハリ、コシをもち、発色性の高い合成繊維を糸加工し、シワにな
りにくく、着けても心地よいスカーフ生地を開発。福井県内在住のイラストレ
ーターや画家にスカーフの原画を依頼し、その原画をもとにスカーフデザイン
を製作。生地の表裏に両面プリントを施し、合計８デザインのスカーフを作成
した。日本最大の繊維の見本市に出展し、スカーフサンプルとリーフレットを
配布するなど、販路開拓も行うことができた。

活用内容
　当事業の活用により、店舗の営業およびメニューの開発にあたって必要な厨
房機器等一式を揃えることができた。また、店舗を市内中心地である小浜市ま
ちの駅に構えることで、地元の農家、企業とコラボしたイベント等を実施する
ことにより、集客に繋げることができた。


